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「通り抜け」 のルール 10． 間口の先の奥行きのある空間

「密度」 のルール２． 連なる屋根

「多様な動線」 ５． 階段 ・路地

「通り抜け」 のルール 1１． 生活空間の下を通り抜ける

「囲い込み」 のルール８． 囲まれた中庭

「テラス空間の共有」 のルール 7． 前の家の屋根がテラス「テラス空間の共有」 のルール６． 外階段で繋がるテラス

「囲い込み」 のルール８． 囲まれた中庭

住居が道にまたがりトンネルのようであり、 立体的になっ

た干し棚のような空間になっている。 海と椿林を切り取る景色。

展望台から集落を眺める。 目下に様々な勾配の屋根が一面に広がる。

一軒一軒形は違えど統一的な手法で作られていることを認識する。

海に対して抜ける主要な動線でもありながら居間へとつながる

テラスが延長し様々なレベルで視線が交差する。

高低差のある石垣と建物の高さの約 2倍近くの距離をとってみると建物を全体として見れる。

中庭の先にある路地が二方向にわかれどちらに抜けるか好奇心をいざなう

高低差を活かし、 セットバックしながら積み上げられた住宅のテラス。

ご近所さんと一緒に読書したりご飯を食べたり、 家の外が自分だけの

場所にもみんなの場所になる。

下の住居の屋根がテラスとなることで、 少し取り囲まれた

自分だけの空間で海を独り占めできる。
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